
養老町情報モラル スマイル宣言 

～ 子どもと大人が共に考え、共に決めて宣言！ ～ 

 ２月２７日（金）、養老町役場にて「養老町情報モラル宣言式」が行われました。この日は、大橋

町長をはじめ、小学校児童会代表７名、中学校生徒会代表２名、各小中学校ＰＴＡ会長９名、小中学

校長会代表３名、教育委員会３名の計２５名が集まり、情報モラルに関わってこれまで取り組んでき

たことを報告し、「養老町情報モラル スマイル宣言」を発表しました。 

今年度、養老郡養老町ＰＴＡ連合会は、「スマホを始めとする通信機器に関わる情報モラルの学習

と啓発に努める」を活動目標として、共通アンケートを実施し、研究大会で研修を行ったり、情報モ

ラルに関する講演会を実施したりしてきました。この動きを受けて、各小中学校でも、授業や特別活

動に位置づけ、子どもたちが主体的に話し合い学校の約束づ

くりを進めてきました。そして、現在、多くの家庭で約束を

決めて実践しているところです。 

このような取組の上に、「養老町情報モラル スマイル宣

言」は生まれました。この宣言には、「情報を正しく判断し、

自分で身を守ること」「保護者が責任を果たし、マナーを守

り手本を示すこと」「家庭において居場所をつくる」という、

この問題の根幹に関わる内容も盛り込まれています。 

子どもと大人が共に考え、共に決めたこの宣言。その意義

と内容を大切にしながら、今後も、学校・家庭・地域等が一

体となってこの問題について取り組んでいきます。 
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